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緑茶カテキン感知力に対する 
生体パラメータおよび緑茶摂取の影響 
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掛川スタディ研究成果 
 



・　緑茶カテキン感知力に対する緑茶摂取の
影響 

 
・　抗酸化・解毒力に対する緑茶摂取の影響 

研究内容 
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緑茶カテキンEGCGの多彩な生理作用発現における 
センサー６７LRの関与 
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抗炎症作用
(J. Immunol., 185, 33 (2010); FEBS Lett., , 585, 814 (2011)

インスリン感受性調節作用
(Planta Med., 76, 1694 (2010))

抗がん作用
(Nature Struct. Mol. Biol., 11, 380 (2004); 
Blood, 108 (2006); JBC., 283 (2008)など）

抗アレルギー作用
(BBRC., 384, (2006); ABB, 476, 133 (2008)など） 

動脈硬化抑制作用
（J. Mol. Cell. Cardiol., 149, 1138 (2010))

肥満抑制作用
(Am. J. Physiol. Cell Physiol., 295, C121 
(2009); Mol. Nutr. Food Res., 53, 349 (2009))

EGCG 

結合

67LR 
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緑茶カテキンEGCGの保健作用の発現を担う感知分
子とその関連分子 

緑茶カテキンEGCG 

緑茶カテキンEGCGの機能性（保健作用）の発現

細胞膜

感知関連分子
eEF1A

感知関連分子
MYPT1

EGCGセンサー
６７LR
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緑茶カテキンEGCGセンサーの発現増強に基づいた
EGCGの機能性強化 

緑茶(EGCG) 緑茶(EGCG) 
Vitamin Aが 
豊富な食品 

+

EGCGの抗がん作用 EGCGの抗がん作用 

PLoS ONE, 5(6), e11051 (2010)  
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緑茶カテキン感知力に対する緑茶摂取の影響 
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緑茶カテキンセンシング関連遺伝子の発現量に対する 
緑茶（やぶきた、べにふうき）摂取の影響 
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緑茶カテキンセンシング関連遺伝子の発現量に対する 
緑茶（やぶきた、べにふうき）摂取の影響 
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緑茶カテキンセンシング関連遺伝子の発現量に対する 
緑茶（やぶきた、べにふうき）摂取の影響 
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抗酸化・解毒力に対する緑茶摂取の効果 
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    酸化ストレス防御関連酵素の一種であるヘムオキシゲナー
ゼ-1（HO-1)ならびにその発現調節因子であるNrf2の発現に
対する緑茶摂取の影響を検討する。 



Nrf2とは 

Nrf2 Keap1 Nrf2 
Clu 

F-actin 

proteasome 

ubiquitin 

Nrf2 

ARE/EpRE 

Maf 
HO-1 

酸化ストレス 

ARE/EpRE:antioxidant/electrophile 
responsive element 

・Nrf2：酸化ストレス防御機構の中心的な役割を
担う転写因子

・ヘムオキシゲナーゼ-1 (HO-1)：ヘムをビリベ
ルジン、一酸化炭素、遊離鉄に分解する酸化ス
トレス防御関連酵素
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・　べにふうきの摂取により、Nrf2の発現量
が増加する可能性が示された。 

結　果 
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